



























































































































































ては､飼料 ･水などの栄養要田､温度 ･湿度 ･
気圧 ･気流 ･換気などの気象要因､音 ･照明 ･















ス､ラッ トを早期に開発 して研究者に生産 ･
供給 しようとする活動であった｡
マウスでは､1910年～1920年頃､秦佐一郎














年代 に入 って､遺伝コン トロールか らみた実
験動物の分類 ･整理が進め られた｡すなわち､
近 交 糸 (inbredstrain)､ ミュー タ ン ド系
(mutantstrain)､ ク ロ ー ズ トコ ロ ニ
(closedcolony)､交雑群 (hybrid)につい








設置 されていることが記されている｡ この こ
とは一般 に知 られていない事実であ り､岡山




ー､交雑群 (特に Fl)の多数が開発 され､諸
外国か らも代表的系統が導入 され維持 されて
いる｡そ して､動物実験を行 う研究者 は､こ
れ らの維持系統の うちか ら､それぞれの研究






動物実験 において感染病が発生 した ら､その
実験は失敗に終わることは明 らかである｡
動物実験の実施 にあた り､明 らかに不健康
とみ られる動物は実験群か ら除外できるので
問題は少ないが､特に問題 となるのは､外 見









ノ トバ イ オ ー ト(gnotobiotc)､ SPF 動 物
(specificpathogenfreeanimal)の作出が































































































急速 に医学 ･薬学分野か らヒ ト疾患モデル動
物についての関心が高まり､1972年､｢日本
















モデルの 3種類に分類 されているが､既 にわ
が国の研究者によってす ぐれたモデル動物が















れの研究 目的に適 したヒ ト疾患モデル動物の
選択が可能 となってきたが､依然 として､ヒ
ト疾患 と類似性の高いモデル動物が少ない現





















































































































精 ･遺伝 ･発生 ･分化) と終わ り (加齢 ･老
化 ･死)の部分についての解明が重要である｡
第 5には､ヒ トを頂点 とする各種動物を比
較する比較生物学視点に立った解明も今後一








学は果 して Scienceにな り得るのか､Tech-
nology に とど ま るべ きな の か ､ さ らに ､
ScienceandTechnologyとしての両面を荷な
うのか将来にむけて検討が必要であるO
(第 40回岡山実験動物研究会講演より採録)
